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Ⅰ．2007年9月中間期
決算概況
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2007年9月中間期の収益実績概要

27

73

58

32

82

41

30

83

43

0

20

40

60

80

100

120

140

160

180

05/9 06/9 07/9

BAS（JFEｽﾁｰﾙ向け）
BAS（JFEｽﾁｰﾙ以外）
PBS

＜連結売上高＞

1.5

0.3

3.3

0

0.5

1

1.5

2

2.5

3

3.5

05/9 06/9 07/9

＜連結経常利益＞

億円 億円158 155

＋2
＋4.6%

＋2.9
＋762%

＋1
+1.9%

△2
△5.8%

＋1
＋1.0%

BAS：ﾋﾞｼﾞﾈｽｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ・ｼｽﾃﾑ事業
PBS：ﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄﾍﾞｰｽ・ｿﾘｭｰｼｮﾝ事業

156



Copyrights(c) 2007. JFE Systems, Inc. All rights reserved.
5

2007年9月中間期の業績（連結：計画比）

単位：百万円

22.7%3191,7191,400EPS（円/株）

9.7%29329300営業利益

-0.2%2.1%1.9%（経常利益率）

135

333

15,689

実績

22.7%25110中間純利益

計画
率金額

11.0%33300経常利益

1.2%18915,500売上高

計画比増減

売上高、経常利益
とも計画通り達成

売上高、経常利益
とも計画通り達成
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2007年9月中間期の業績
（連結：前年同期比） 単位：百万円

--2.1%0.2%（経常利益率）

-424△ 61△ 485特別損益

率金額

-415135△ 280中間純利益

761.5%29633338経常利益

917.8%29732932営業利益

--16.5%14.4%（売上総利益率）

15.7%3502,5822,232売上総利益

1.0%16115,68915,528売上高

増減2007/9

中間期

2006/9

中間期

営業利益、経常利益が前期
実績を大幅に上回った。

営業利益、経常利益が前期
実績を大幅に上回った。

前年同期に大型案件の開発中止による
特別損失の計上 →今中間純利益は大幅増

前年同期に大型案件の開発中止による
特別損失の計上 →今中間純利益は大幅増
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2007年9月中間期（連結：対前年同期）
売上高増減の要因
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＋2

＋1

△2

＋1

＋ 1合計

＋ 5
＋ 4
△ 8

・製造流通等向け
・金融向け
・JFEｸﾞﾙｰﾌﾟ会社向け

△ 2合計

△ 3
＋ １

・ｺﾝﾀｸﾄｾﾝﾀｰｼｽﾃﾑ
・その他

BAS事業（JFEｽﾁｰﾙ以外）増減

PBS事業増減

億円

億円
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2007年9月中間期事業別売上総利益
内訳（連結：前年同期比）

単位：百万円

15.7%3502,5822,232全社計

率金額

--16.5%14.4%（売上総利益率）

--18.7%16.4%（売上総利益率）

7.2%38563525PBS事業

-ｰ15.9%13.8%（売上総利益率）

18.3%3122,0191,706BAS事業

増減2007年

9月中間期

2006年

9月中間期
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2007年9月中間期
売上総利益増減の要因（連結：前年同期比）

＋312

１．BAS事業

〇金融、製造流通向けの重点顧客戦略の推進

〇プロジェクトリスク管理の強化や生産性向上活動の成果によ
り、利益率が改善

×JFEグループ会社向けの大型統合案件の減少

＋350合計

＋38２．PBS事業

〇ｺﾝﾀｸﾄｾﾝﾀｰｼｽﾃﾑ事業の売上減があったものの、商品在庫の評
価損計上があった前年同期に比べ、利益率が改善

影響額売上総利益増減要因（◎大幅な増益、〇増益、△横ばい、×減益）

百万円
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2007年9月中間期
販管費、営業外損益の増減（連結：前年同期比）

販売費・一般管理費 : 52百万円増加

（ 06/9：2,200百万円→07/9：2,252百万円）

特別損益： 424百万円改善

(06/9 ：△485百万円*1→ 07/9 ：△61百万円*2)

*1：06/9期に大型案件の開発中止による特損を計上

*2：過年度役員退職慰労金繰入額を計上
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2007年9月中間期（連結：対前年同期）
経常利益増減の要因整理

06/9期
経常利益

07/9期
経常利益

BAS売上総利益増
PBS売上総利益増

販管費増 営業外損

百万円
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2007年9月中間期経営指標（連結：前年同期比）

単位:百万円

率金額

823.5%0.20.220.02経常利益／人

2.5%0.310.310.0売上高／人

△2.5%△ 401,5301,570従業員数（人）

--1.8%△3.9%ＲＯＥ

--56.1%46.9%自己資本比率

△10.7%△ 1,63913,73915,378総資本

6.9%4957,7137,218自己資本

△63.3%△ 1,3808002,180借入金

増減07/9期

実績

06/9期

実績
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2007年9月中間期
販売先業種構成（単体）

33% 28% 15% 10% 5%
4%
5%

30% 27% 13% 15% 5%
5%
5%

41% 22% 11% 12% 6%
3%
5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

07/9期

07/3期

06/3期

JFEｽﾁｰ
ﾙ向け

JFEｽﾁｰﾙ以外
の製造・物流

流通 サービス金融

その他

通信
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Ⅱ．2008年3月期
業績見通し
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2008年3月期の収益見通し概要
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2008年3月期見込み（連結：前期比）

単位：百万円

154.1%467770303当期純利益

--4.3%3.8%（経常利益率）

08/3

見込み

07/3

実績

-564△ 61△ 625特別損益

率金額

154.1%5,9479,8053,858EPS（円/株）

14.4%1861,4701,284経常利益

14.9%1921,4701,278営業利益

--17.4%16.3%（売上総利益率）

8.2%4545,9705,516売上総利益

1.3%45234,40033,948売上高

増減
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2008年3月期（連結）
売上高見通し増減の要因
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339 344

＋7
（＋5）

△12
（△14）

＋11
（+13）

＋5
（+3）

△12（△14）合計

＋ 5（+1）
＋ 9（+3）
△ 26(△18)

・金融向け
・製造流通等向け
・JFEｸﾞﾙｰﾌﾟ会社

＋11(+13)合計

＋ 4  ( +4)
＋ 2.5(+2)
＋ 2  (+1.5)
＋ 1  (+4)
＋ 1.5(+1.5)

・食品向けｼｽﾃﾑ
・ NW運用
・EC/EDI
・ｺﾝﾀｸﾄｾﾝﾀｰｼｽﾃﾑ
・その他

BAS事業（JFEｽﾁｰﾙ以外）増減

PBS事業増減

億円

億円

（ ）内：下期

（ ）内：下期

（ ）内：下期
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2008年3月期見込み事業別売上総利益
内訳（連結：前期比） 単位：百万円

8.2%4545,9705,516全社計

率金額

ーー17.4%16.3%（売上総利益率）

ーー22.6%19.1%（売上総利益率）

37.0%4681,7321,264PBS事業

ーー15.8%15.6%（売上総利益率）

△0.4%△ 164,2384,252BAS事業

増減08/3期
見込

07/3期
実績

+312
△328

上期
下期

+38
+430

上期
下期

＜ＢＡＳの増減＞ ＜ＰＢＳの増減＞
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2008年3月期見込み
売上総利益増減の要因（連結：前年同期比）

△16
(△328)

１．BAS事業

〇JFEｽﾁｰﾙ向け製鉄所戦略的IT投資対応の拡大

〇金融向け、製造流通向け重点顧客戦略の推進

××ＪＦＥグループ会社向けは大型統合案件が完了

+454
（+102)

合計

+468
(+430)

２．PBS事業

◎食品新ソリューション（中小向け、流通連携）の展開

〇ｺﾝﾀｸﾄｾﾝﾀｰｼｽﾃﾑ有力顧客案件増と新CRM展開

〇その他EC/EDI等での下期収益拡大

影響額

（ ）内：下期

売上総利益増減要因

（◎大幅な増益、〇増益、△横ばい、×減益）

百万円
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2008年3月期見込み
販管費、特別損益の増減（連結：前期比）

販売費・一般管理費 : +262百万円（下期+210百万円）

（ 07/3：4,238百万円→08/3：4,500百万円*1）

*1：人材育成費用等

特別損益：+564百万円（下期+140百万円）

（ 07/3：△625百万円*2 →08/3：△61百万円*3）

*2：大型案件開発中止による損失、事務所移転費用等

*3：過年度役員退職慰労金繰入額を計上
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売上高の推移
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Ⅲ. 重点課題への取組み状況
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中期計画の重点課題

安定的顧客基盤
の確立

安定的顧客基盤
の確立

収益体質の強化によ
る利益率の向上

収益体質の強化によ
る利益率の向上

安定顧客の定着と開拓安定顧客の定着と開拓

中期事業方針中期事業方針 アクションプランアクションプラン

独自ｿﾘｭｰｼｮﾝの強化独自ｿﾘｭｰｼｮﾝの強化

JFEｽﾁｰﾙ向け戦略投資への対応JFEｽﾁｰﾙ向け戦略投資への対応

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾘｽｸ管理の強化ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾘｽｸ管理の強化

開発要員体制拡充／技術力の強化開発要員体制拡充／技術力の強化
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アクションプランの進捗状況

・製造、金融、通信の分野で重点顧客アプローチを推進。

（売上高：05上22億円→06上31億円→07上38億円）

・安定顧客の定着と開拓

・中長期的な要員構成を見据えた人材育成PJをスタート

・有力パートナーとの連携／集中を推進

・オフショア開発を推進（日揮情報とのｱﾗｲｱﾝｽ）

・開発要員体制／技術力

の強化

・ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ推進部を中心としたﾘｽｸ管理体制を整備。

→大型不採算案件の発生を抑止し、損益改善に貢献。

・ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾘｽｸ管理の強化

・JFEｽﾁｰﾙのIT戦略投資

への対応

・独自ｿﾘｭｰｼｮﾝの強化と

新規展開

アクションプラン

・製造領域（製鉄所）での戦略的IT投資がｽﾀｰﾄ

→J-Smile技術の製鉄所移管のため全社体制構築

→開発ｺｽﾄMin.化のため共通ｴﾝｼﾞﾝや部品化を推進

・食品、CRM等で新ｿﾘｭｰｼｮﾝを相次いでﾘﾘｰｽ。

・J-Smileの技術適用を推進中。

進捗状況
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６「安定顧客拡大」＆「独自ｿﾘｭｰｼｮﾝ展開」
を軸とする営業戦略の推進

業種／ﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄ別営業
（～2007.3月）

経
営
管
理

金融

販
売
生
産
管
理

業
種
別
営
業

医療

公共

金属

電力他

ﾌﾟﾛｾｽ製造

電機

自動車

電子帳票

BI

ｺﾝﾀｸﾄｾﾝﾀｰ

地
域

事業所外販

西日本SI、豊田

金融

顧客③・・・

顧客②

顧客C・・・

顧客B

顧客①

顧客A

東
日
本

西
日
本

顧
客
別
営
業

BI

ｺﾝﾀｸﾄｾﾝﾀｰ

電子帳票

経営管理

食品

販売生産管理

顧客／ｿﾘｭｰｼｮﾝ別営業
（2007.4月～ ）

重点顧客への集中と
深掘による収益力ｕｐ

重点顧客への集中と
深掘による収益力ｕｐ

高収益の源泉として
ｿﾘｭｰｼｮﾝ展開を加速

高収益の源泉として
ｿﾘｭｰｼｮﾝ展開を加速

＜重点顧客ｱﾌﾟﾛｰﾁ＞

＜ｿﾘｭｰｼｮﾝ・ｱﾌﾟﾛｰﾁ＞ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
営
業

プ
ロ
ダ
ク
ト

新規顧客
開拓

実践的
知見

2007年4月に営業ﾌｫｰﾒｰｼｮﾝを一新
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安定顧客の定着と開拓
→製造、金融、通信分野で着実に推進中

製造等

＜安定顧客売上高推移＞

金融

通信

ｿﾘｭｰｼｮﾝ／ﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄ

による新規顧客開拓

ｿﾘｭｰｼｮﾝ／ﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄ

による新規顧客開拓

小型案件

サブシステム

小型案件

サブシステム

SE
派
遣

SE
派
遣

基幹システム

案件受託

基幹システム

案件受託

保守・運用／

アウトソーシング

保守・運用／

アウトソーシング

継続受注／アカウン
ト化

継続受注／アカウン
ト化

ｱｶｳﾝﾄ化ﾌﾟﾛｾｽ

9.2 11.1
15.8

11.1

13.2

1.7

6.8

5.1

17.2

0
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45

05上 06上 07上

通信

金融

製造等

22.1

31.1

38.1

億円

業界知識

業務ﾉｳﾊｳ

人脈形成

課題／戦略
共有

自動車、建機：5社
電機/機械：6社
素材、流通他：8社

銀行：3社
信託：3社
カード：2社

総合通信ｷｬﾘｱ：1社
その他：1社
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EAI/EDI「BizTalk Server」EAI/EDI「BizTalk Server」

緊急地震速報「MJ@lert」緊急地震速報「MJ@lert」

独自ｿﾘｭｰｼｮﾝの強化

新CRM 「CIRCULATE CRM」新CRM 「CIRCULATE CRM」

品質管理品質管理

損益管理損益管理

SCMSCM

顧客の経営ﾆｰｽﾞ顧客の経営ﾆｰｽﾞ

経営の可視化経営の可視化

内部統制/ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ内部統制/ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ

事業継続性確保（BCM）事業継続性確保（BCM）

当社の重点ｿﾘｭｰｼｮﾝ当社の重点ｿﾘｭｰｼｮﾝ

IT資産運用「JGranzNIC」IT資産運用「JGranzNIC」

電子帳票「FiBridgeⅡ｣電子帳票「FiBridgeⅡ｣

食品品質管理「Mercrius ｣等食品品質管理「Mercrius ｣等

顧客満足度（CS）向上顧客満足度（CS）向上

原価管理（J-CCOREs）原価管理（J-CCOREs）

BI「Rapid Mart」等BI「Rapid Mart」等

強 み強 み

鉄で培った
固有の技術

鉄で培った
固有の技術

事業シェア
／認知度

事業シェア
／認知度

ｱﾗｲｱﾝｽｱﾗｲｱﾝｽ

ｱﾗｲｱﾝｽｱﾗｲｱﾝｽ

生産管理「管理上手、AFW」生産管理「管理上手、AFW」

統合DB「J-Smile技術」統合DB「J-Smile技術」
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総投資額300億円、プログラム規模2,000万ステップ

鉄鋼基幹システムを世界で初めて全面オープン系技術で開発

→ＪＡＶＡ言語、Win/Unix/Z-OS上で稼動

データモデリングと部品組立型開発の採用

→高品質、高開発生産性

→ビジネス環境の変化に柔軟に対応（メンテナンスコストミニマム）

大手ベンダーに依存しない「自力開発」

JFEｽﾁｰﾙ新統合ｼｽﾃﾑ「J-Smile」の完遂
ー大規模統合の成功事例ー

JFEｽﾁｰﾙ新統合ｼｽﾃﾑ「J-Smile」の完遂
ー大規模統合の成功事例ー

当社固有の技術として一般外販展開に活用当社固有の技術として一般外販展開に活用

「J-Smile」
JFE Strategic 
Modernization & Innovation 
Leading System

JFEｽﾁｰﾙ新統合ｼｽﾃﾑ「J-Smile」
技術の活用

2007年7月
「IT Japan Award 2007」
準グランプリ を受賞

データモデリング技術の適用（環境の変化に迅速に対応）
→Gr会社リフレッシュ案件に適用済み。SCM統合DB構築ユーザへ提案。

データモデリング技術の適用（環境の変化に迅速に対応）
→Gr会社リフレッシュ案件に適用済み。SCM統合DB構築ユーザへ提案。

JAVAフレームワークによる部品組立て型開発技術の適用
→開発納期短縮、コスト削減をアピール。

JAVAフレームワークによる部品組立て型開発技術の適用
→開発納期短縮、コスト削減をアピール。

2006年10月
経済産業大臣表彰「IT
経営促進部門」を受賞
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製造業顧客案件で培った
技術／ノウハウの活用

販売Ｇｒ会社
組立工場

販売店
など

サプライヤ

部品工場

拠点内生産管理

製造指示、実績
資材在庫管理
ＲＦＩＤ 販売、仕入れ

拠点内生産管理

製造指示、実績
資材在庫管理
ＲＦＩＤ 販売、仕入れ

企業Ｇｒ内

物流管理

配送計画
輸送実績
ﾄﾗｯｷﾝｸﾞ

拠点間ＳＣ統括

ＳＣ計画
ＳＣ可視化
(在庫、トラッキング）
品質トレーシング
需給調整、需要予測

ＳＣＤＢ

統合SCM
1. 拠点内の販売/購買、生産管理
2. 拠点間の物流
3. 拠点間のSC統括

販売先、仕入れ元との連携はスコープ内

D社
ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙﾄﾚｰｼﾝｸﾞ

C社
HQ化（SCM高度化）

A社
SCセンタ

H社
F社

G社

E社

I社

J社

B社
SCDB
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業
務
ア
プ
リ

業
務
ア
プ
リ

統
合D

B

統
合D

B

閲
覧
・分
析

閲
覧
・分
析

BI（ﾋﾞｼﾞﾈｽｲﾝﾃﾘｼﾞｪﾝ
ｽ）
「Rapid Mart」等

BI（ﾋﾞｼﾞﾈｽｲﾝﾃﾘｼﾞｪﾝ
ｽ）
「Rapid Mart」等

EAI/EDI
「BizTalk Server」

EAI/EDI
「BizTalk Server」

生産管理ｿﾘｭｰｼｮﾝ
「AFW、管理上手、製造業ﾉｳﾊｳ」

生産管理ｿﾘｭｰｼｮﾝ
「AFW、管理上手、製造業ﾉｳﾊｳ」

生産計画ｿﾘｭｰｼｮﾝ
「Rapid Response」

生産計画ｿﾘｭｰｼｮﾝ
「Rapid Response」

データモデリング技術
／コンサル （J-Smile技術）

データモデリング技術
／コンサル （J-Smile技術）

SCMの「見える化」 ｲﾒｰｼﾞ 独自ｿﾘｭｰｼｮﾝ独自ｿﾘｭｰｼｮﾝ

新ソリューション事例①
SCMの「見える化」
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ASPASP

大

中

小

メーカ 卸 ・ 小売

Vestia

Mercrius

生
産
管
理

ASPASP

内田洋行協業（販売代理店）

廉価版新製品

ﾒｰｶ⇔小売の品質情報交換
の共通基盤NW
（ｺｰﾌﾟさっぽろと協業
→デュアルカナム社設立）

共通ｼｽﾃﾑ
ｵﾝﾗｲﾝ提供

共通ｼｽﾃﾑｵﾝﾗｲﾝ提供

主力製品

アルカナム

・出資
・ｵﾝﾗｲﾝｻｰﾋﾞｽ
（ASP)
事業立上げ

・出資
・ｵﾝﾗｲﾝｻｰﾋﾞｽ
（ASP)
事業立上げ

製
法
管
理

Quebel

新ソリューション事例②－１
「食品向け 中小メーカ、流通への展開」

日本食糧新聞社｢食品企業IT
活用貢献賞」を受賞（07/9月）

「平成17年度情報化促進貢献
システム表彰」を受賞（05/9月）
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「電子食品カルテシステム」

メーカー

小売店Ａ

小売店Ｂ

小売店Ｃ

各商品毎の
品質情報を記録・
管理

ﾃﾞｰﾀで

ﾃﾞｰﾀで

・
・
・

・
・
・

ﾃﾞｰﾀで

JFEJFEｼｽﾃﾑｽﾞｼｽﾃﾑｽﾞ

ﾒﾙｸﾘｳｽﾒﾙｸﾘｳｽ

情報を統合、承認

●品質情報受け渡しの作業負荷軽減

●品質情報精度の向上

●小売・卸・メーカー間での、タイムリーで正確な情報伝達の実現

●消費者に役立つアウトプットの実現

本システム
で期待され
る効果

デュアルカナム社＊が運用するシステム・サービス

I/Fを用意

オンライン・エントリシステム
（当社がASPで提供）

個別入力／
情報参照

新ｿﾘｭｰｼｮﾝ事例②－２

アルカナム
（電子商品
カルテシステム）

大手食品メーカ

中小食品メーカ
数百社

＊コープさっぽろが当サービス展開のために設
立。当社も出資し、役員も派遣。
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製法管理システム 「Quebel」
新ｿﾘｭｰｼｮﾝ事例②－３

食品製造業の商品開発/品質保証部門を強力に支援する２大機能を実現。
・配合統合管理
・食品法規を前提とした配合チェック（中央法規出版株式会社と提携）

基幹の生産管理システムと連携することで、資材管理の効率化、製造ロスの削減に寄与。

食品製造業の商品開発/品質保証部門を強力に支援する２大機能を実現。
・配合統合管理
・食品法規を前提とした配合チェック（中央法規出版株式会社と提携）

基幹の生産管理システムと連携することで、資材管理の効率化、製造ロスの削減に寄与。
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「CIRCULATE CRM（ｻｰｷｭﾚｲﾄ・ｼｰｱｰﾙｴﾑ）」

新ｿﾘｭｰｼｮﾝ事例③

＜コンセプト＞コールセンタ（顧客窓口）と部門間の情
報を循環させ、企業活動を活性化
・ﾃﾚﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ業務の内製化、PDCAｻｲｸﾙの短縮

・クレームや、意見などの「顧客の生の声」の活用促進

・企業活動のスピード感、顧客との信頼関係強化

＜Microsoftとのアライアンス＊＞

・当社「xContactⅡ」､「SoftDialer」
＋

Microsoft「Dynamics CRM」
・ Microsoftによる包括的な技術支援、
各種ｲﾍﾞﾝﾄ・ｾﾐﾅｰの共催

＊MicrosoftとはEAIｿﾘｭｰｼｮﾝでも協業中
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POWERFAULTDATAALARM

COL-ACT-STA-12345678910111HS1HS2OK1OK2P CONSOL

〔管理対象機器〕

障害監視システム(子)

性能監視システム(子)

・ヘルプデスク
構成管理システム

顧客サイト

ＰＣ端末

チケット管理

ヘルプデスクシステム

障害監視システム(親)

性能監視システム(親)

中央サイト（iDC）

構成管理システム

ﾈｯﾄﾜｰｸ･ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝ･ｾﾝﾀｰ（ＮＯＣ） ｻｲﾄ･ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ（ＳＥＣ）

ＰＣ端末

・ヘルプデスク
・構成管理システム

ﾈｯﾄﾜｰｸ･ﾃｸﾆｶﾙ･ｾﾝﾀｰ（ＴＥＣ）

ＰＣ端末

ヘルプデスク
・構成管理システム

CMDB

ネットワークヘルプデスク
ネットワークシステムに関わる障害・問い
合せ・申請・広報等

障害管理
ネットワークシステムの障害監視、障害発
生時の通知、切り分け・対処・復旧

性能管理
ネットワークシステムの性能監視、異常時
の通知、切り分け・対処・復旧

構成管理
ネットワークの構成情報（配線・機器）一
元管理

設定管理
ネットワーク機器の設定情報を世代単位
に保管

＜サービスメニュー＞ ＜システム構成＞

「ＢＣＭに有効なネットワーク運用サービスを適正価格で代行」
特徴 ：①鉄での365日２４h連続運用のﾉｳﾊｳの活用、②ﾃﾞｨｻﾞｽﾀｰﾘｶﾊﾞﾘに対応した堅牢なｲﾝﾌﾗ
③SLAに基づく高品質なｻｰﾋﾞｽの提供

セキュリティ管理
ネットワークのセキュリティアセスメント、
改善。不正アクセス監視

新ｿﾘｭｰｼｮﾝ事例④
「 IT資産統合運用ｻｰﾋﾞｽ JgranzNIC」
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JFEｽﾁｰﾙ戦略的IT投資への対応

製鉄所向けを中心とした戦略投資

への対応 生産管理、品質管理、物流管理

製鉄所向けを中心とした戦略投資

への対応 生産管理、品質管理、物流管理 生産性向上

対策の推進

生産性向上

対策の推進スチール海外展開へのＩＴでの貢献
中国／広州冷延、韓国／東国製鋼、現代製鉄

スチール海外展開へのＩＴでの貢献
中国／広州冷延、韓国／東国製鋼、現代製鉄

JFEｽﾁｰﾙGrにおける中期IT戦略への対応JFEｽﾁｰﾙGrにおける中期IT戦略への対応

本社機能の戦略IT化本社機能の戦略IT化

製鉄所機能の戦略IT化製鉄所機能の戦略IT化

「Ｊ-Smile技
術」

の確立

「Ｊ-Smile技
術」

の確立

～2005
年度

2007
年度～

販売／生産／物流の総合的な
SCM ｵｰﾀﾞｴﾝﾄﾘ～生産計画～ﾃﾞﾘﾊﾞﾘ

販売／生産／物流の総合的な
SCM ｵｰﾀﾞｴﾝﾄﾘ～生産計画～ﾃﾞﾘﾊﾞﾘ

Gr会社ｼｽﾃﾑﾘﾌﾚｯｼｭGr会社ｼｽﾃﾑﾘﾌﾚｯｼｭ
～2006
年度

大規模ﾘﾌﾚｯｼｭ

経験／技術

大規模ﾘﾌﾚｯｼｭ

経験／技術

一
般
外
販
へ
活
用

一
般
外
販
へ
活
用

・J-Smile技術の製鉄所移管
・部品化、共通ｴﾝｼﾞﾝ化
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補足データ（単体損益）
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2007年9月中間期の業績

（単体：期初計画比）

単位：百万円

△18.3%△4131,8792,292EPS（円/株）

0.9%3333330営業利益

--2.5%2.4%（経常利益率）

実績
期初

計画 率金額

△18.3%△ 33147180中間純利益

5.5%18348330経常利益

2.0%27813,97813,700売上高

計画比増減
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2007年9月中間期の業績
（単体：前年同期比）

単位：百万円

--2.5%0.7%（経常利益率）

-428△ 61△ 489特別損益

率金額

-389147△ 242中間純利益

275.3%25634892経常利益

334.7%25733376営業利益

--15.9%13.5%（売上総利益率）

18.6%3502,2261,876売上総利益

0.1%1813,97813,960売上高

増減2007/9

中間期

2006/9

中間期
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2007年9月中間期
事業別売上内訳（単体：前年同期比）

単位：百万円

率金額

0.1%1813,97813,960全社計

△5.9%△ 1883,0113,199ﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄﾍﾞｰｽ･ｿﾘｭｰ
ｼｮﾝ事業(PBS)計

△0.7%△ 486,6426,690(うちJFES以外)

6.3%2554,3254,070(うちJFES向け)

1.9%20710,96710,760ﾋﾞｼﾞﾈｽｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ･
ｼｽﾃﾑ事業(BAS)計

増減2007年

9月中間期

2006年

9月中間期
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2007年9月中間期
事業別売上総利益内訳（単体：前年同期比）

単位：百万円

18.6%3502,2261,876全社計

率金額

--15.9%13.5%（売上総利益率）

--18.7%16.4%（売上総利益率）

7.2%38563525ﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄﾍﾞｰｽ･ｿﾘｭｰ
ｼｮﾝ事業(PBS)計

--15.2%12.6%（売上総利益率）

23.1%3121,6631,351ﾋﾞｼﾞﾈｽｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ･
ｼｽﾃﾑ事業(BAS)計

増減2007年

9月中間期

2006年

9月中間期
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2007年9月中間期
販管費、営業外損益の増減（単体：前年同期比）

販売費・一般管理費 : +94百万円

（ 06/9：1,799百万円→07/9：1,893百万円）

営業外損益： △１百万円

（ 06/9 ：16百万円→ 07/9 ：15百万円）

特別損益： △490百万円

（ 06/9 ： △489百万円→ 07/9 ：△61百万円）

＊ 06/9期に大型案件の開発中止により特損を計上
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2007年9月中間期経営指標（単体：前年同期比）

単位:百万円

率金額

288.7%0.200.270.07経常利益／人

2.9%0.310.710.4売上高／人

△2.7%△ 361,3081,344従業員数（人）

--1.9%△3.4%ＲＯＥ

--61.3%50.3%自己資本比率

△12.3%△ 1,73112,40114,132総資本

6.8%4837,5977,114自己資本

△63.3%△ 1,3808002,180借入金

増減07/9期

実績

06/9期

実績
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2008年3月期見込み（単体：前期比）

単位：百万円

142.6%447760313当期純利益

--4.7%4.1%（経常利益率）

08/3

見込み

07/3

実績

-568△ 61△ 629特別損益

率金額

142.6%5,6909,6783,988EPS（円/株）

12.3%1531,4001,247経常利益

13.5%1671,4001,233営業利益

--17.2%15.5%（売上総利益率）

9.9%4685,1804,712売上総利益

△1.2%△ 37730,10030,477売上高

増減
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2008年3月期見込み
事業別売上内訳（単体：前年同期比）

単位：百万円

率金額

△1.2%△ 37730,10030,477全社計

15.7%1,0387,6586,620ﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄﾍﾞｰｽ･ｿﾘｭｰ
ｼｮﾝ事業(PBS)計

△13.5%△ 2,07813,33315,411(うちJFES以外)

7.9%6639,1098,446(うちJFES向け)

△5.9%△ 1,41522,44223,857ﾋﾞｼﾞﾈｽｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ･
ｼｽﾃﾑ事業(BAS)計

増減2008年

3月期

2007年

3月期
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2008年3月期見込み
事業別売上総利益内訳（単体：前期比）

単位：百万円

9.9%4685,1804,712全社計

率金額

ーー17.2%15.5%（売上総利益率）

ーー22.6%19.1%（売上総利益率）

37.0%4681,7321,264PBS事業

ーー15.4%14.4%（売上総利益率）

0.0%13,4483,447BAS事業

増減08/3期

見込

07/3期

実績
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2008年3月期見込み
販管費、特別損益の増減（単体：前期比）

販売費・一般管理費 : +301百万円

（ 07/3：3,479百万円→08/3：3,780百万円*1）

*1：人材育成費用、社内ｼｽﾃﾑ費用等

特別損益： △568百万円

（ 07/3：△629百万円*2 →08/3：△61百万円）

*2：大型案件開発中止による損失、事務所移転費用の
増加等



Copyrights(c) 2007. JFE Systems, Inc. All rights reserved.
49

連結子会社ＫＩＴｼｽﾃﾑｽﾞの業績

単位：百万円

△13

△16

3,355

06/9

中間期

△9

△10

3,550

07/9

中間期

3

5

195

増減

0

6

651

増減

38

80

8,010

08/3

見込

38中間純利益

74経常利益

7,359売上高

07/3

実績

＜会社概要＞
・資本金：2億円 ・設立：1986年10月 ・株主：当社67.5%、JFE商事32.5%

・社長：船谷 幹夫 （会長：岩橋 誠） ・従業員数226名（2007年9月末）

・事業内容：情報ｼｽﾃﾑ開発/運用、情報通信機器販売/付帯ｻｰﾋﾞｽ

＜業績＞

・2007年9月中間期はJFE商事向け以外の収益悪化により、経常利益が減少。

・2008年3月期は、JFEｼｽﾃﾑｽﾞとの連携強化により黒字化を目指す。
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JFEｼｽﾃﾑｽﾞ株式会社

ご静聴ありがとうございました。

（ご注意）
本資料の将来の業績等に関する見通しは、リスクや不確

定な要因を含んでおります。実際の業績は、さまざまな要因
により、見通しとは異なる結果となりうることをご承知おき願
います。




